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1. はじめに
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11.理論的な枠組み
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表 1 Q: 1- あなたの 1:H1 と I~I 本は，現在どのような!羽係にあると j出いますか。 (i(L1}'{ : %) 
事項/国 全体 カザフスタン ウズベキスタン キルギス タジキスタン
良好たと思う 59 48 79 56 
とちらかというと
13 24 
良好であると思う
とちらかというと 。 2 
良好ではないと思う
良好た 4 3 5 
わからない 5 19 12 
:ll~l~ : .外務/tIr 11央アジア地I或における士、J-FI立i命，l!rfJ(全質1¥1. 1日|符!t;j.l-k;，Ii県)(201出r4 )J15 1) p.:-Jより。
表 2 Q:あなたはE:l木に親しみを感じますか。(ii佼:%) 
事項/国 全体 カザフスタン ウスベキスタン キルギス タラキスタン
73 49 49 
どちらかというと
親しみを感心る
13 25 15 
どちらかというと
4 l 3 5 
親しみを感心ない
親しみを感心ない 7 2 9 5 11 
わからない 12 5 18 20 
:U典:外務省 r+l央アジアJ也J或における刈 11ι諭，lJ母子tI (五~ttll \j . 1111?Híi ，iI .~:ili~~) (2015;'1~!~ 月 1511) p.2よ1)。
1-ヨ本に対してどのようなイメージをもっているかJ(複数回答可)の質問に対して、 4か|主|
全体のliIl答で「経済力・技術力の高い (72%)、「まかな伝統と文化を持つ住IJ(35%)、(そ
のうちキノレギスはそれぞれ73%と42%)、また i二l本についての関心事項については、[科学技術j
(40%)、i文化J(25%)、「経済協力J(21%)、(キノレギスのJ劫合はそれぞれ28%、30%、24%)
とおれ¥ている。すなわち、 [1本に対するイメージはいず、れの国においてもプラスのイメージが高
いという結栄である。
また、 i二|本、米l主|、ロシア、中国、語、オーストラリア、インド、英出、プランス、 ドイ
ツ、ニュージーランド、 トノレコ、その他の J~こl から、 IJ最も信頼IH)jとる国はどの国ですかjについ
て、 4カ国全体のli答はロシア (63%) iこ次し、で、日本が14%、次に仁lコ[m(3%)、当 (3%)、
トノレコ (3%)とあれ、ている。同質問に対してキノレギスのli答者はロシア (80%)、 1=本 (5%)、
トノレコ (3%)、 l判主I() %)と斡|主I(1 %)と答えている。 以上の ~!TJ査のおJ; jf~ によると、キル
ギスを含む中央アジア諸i主!の視点から日本とのl主j係が肯定的に捉えられていることが明らかであ
る。 1本の仁j=l::Jとアジア諸国に対する外交は主にOOAを通して行われていることを考慮に入れる
と、 OOAのおj外政策における役割は極めて大きいと考えられる。
このように、日本政府は位界における 1=本のプレゼンスを高めるために、好意的なお6[1
の限成、 1=本の文化、政策等にl刻するJm解の促進に向けてOOAを通して版々な形で事業を実施
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表 3 Q:次の|主iのうち、 i誌も信頼iJ¥米る|主iはどのi主|ですか。(単位:%) 
事項/国 全体 力ザフスタン ウズベキスタン キルギス タラキスタン
63 81 37 54 
26 20 
中国 J つ 3 l 7 
韓国 3 8 1 2 
ト)[.，コ 3 4 3 3 3 
米国 2 1 3 2 2 
1 2 1 
1 0.3 1 
インド 0.3 
0.3 0.3 
オーストラリア 0.3 0.3 
二ユ ジーランド 0.2 
その他 42095 0.3 
分からない 8 4 1 5 4 9 
il山:タト務省 fll央アジアj也域における対 1W:，論，iJ/dst_j (全質IiU• luJ答集計出はn(2015jl~ 4月J511) 1'.4より。
している。例えば、キノレギスを含む世界の 9カ国に設置されている日本人材開発センターや将来
的に出のリーダーとして則侍される若子行政官を対象とした人材育成支援無償、 J1CAボランティ
ア派泣事業等が考えられる。本論文の事例研究対象のOOAの枠組みで、行われている IE:I本セン
タ-1 プロジェクトの事例からも明雌になるように、 1本は開発途上国の発展や地球規肢の諸問
題に向けた協力とともに、相子国の人々との友好関係の強化、 I~l 木の考え方やJIn念、 I~l 本に対す
る Jllt解の促進に注力し、相子[I[ における I~I[主|の立場やプレゼンス向上にfI)i:り組んでいると考えら
れる。次のIV京において日本の外交政策においてOOAが持つこのような霊安な意義やその成果
について、具体的な事例を紹介して考察する。
VI.現地調査からみた日本センターの実態
1 .現地調査の概要
日本政Hすは、市場経済化を 1~1t日す 1[1 社会主義諸国を対象に、日本人材開発センターを li党問
し、市場経済化を担う実務人材の育成に協力している。 日本人材開発センターは、社会主義正'-f!Uj
経済から市場経済へと移行するキノレギスにおける人材育成、キノレギスと FI本との杵1:任理H解及び友
好関係を促進することを目的として1995年に正式に開始し、 2003iミからはそれを引き継ぐ形で
JICAがJlli'iiS~ しているプロジェク卜である。キノレギス側のカウンターパートはキノレギス氏 )j長大学
CKyrgyχNalional U山vel・sity、以下 KNU)で、①中小企業のビジネスマンを刻象としたビジネス
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コース事業、② 11 本語教合ークラス、③一般市lえを対象としたね I)DWW(1J~進業を実施している。
1本松/]の本プロジェクトへの校入として、 長!刈則O引J~I/字l'メ川川(円叩:1ドIIJ 家 (ο|卜I川オ木ζセンタ一共i河可)V所り引/'ιよ長三七、 業務司訓訓iÛ~.控主只、
1 本i話守話?丹iも専〔円叩!ド川!れ円1]家) 及びV:久免知、、dωω一~llJリj
派泣、{機幾材{似j~ り与-などが主挙I戸t げ、られる O 一方、 キノレギス1j[l]においては、カウンターパートのKNUか
ら19'1がKRJC共同けはえとなっているほか、プロジェクトHJのたsq旬、 Jjli;没などがi){1J~さ;れている。
1995~1: 5 )j にキノレギスでIJ f.JI没された 11 本センターは2015~ドで 1Ji:J川 20MJ ~I:，を j担え、 lDC にプロジェ
クトとしてフェーズ 1(ZOO:3I，I:， 2008~r) とフェーズ 2 (2008~1: ~ 2()13~1:，)カネ冬了し、 J}U/: は[キ
ノレギス共和li;j1本人材開発センター・ピジネス人材育hV:プロジェクトj としてポスト・フェーズ
2 が実』包 1:)-1 である (2013~1:. 4 月~20] 6~1~ 3月)。
，lJ，'uSiHJI:J : 2014~1:， 8 月 ~20]4年 9 月、 ピシケク干IJ0 
i~Nû 予t 刈・ 2と:ブì::にポスト・フェーズ 2 のビジネスコース (2007:fド~ 2014~r:: の尖 b!長京王 Il}~~コース時
三L:_及び修了llJ/1本両コース受講生及び終了1'1.:
( 11 本センターの役';'i/] や JJ~~犬、日プロジェクトが上げている)式出、 i\~~Jill など) : 
プロジェクトWJ1系者(プロジェクト全!投にIY，Jする質問J)、コース受終I~I: (1. モチベー
ション、 2. コースの効県、 3. コースに対するWil人i1l1ili)
分析方法及び分村，'):1'[13 : i U本センタ-Jプロジェクトのポスト・フェーズ2のPDM三プロジェ
ク卜の意義や成県/課題及び1iUJιl
宍4 111 本センター j プロジェクト!制究IH符者の li平和1IJ1~
調査実施期間 調査対象者 現在の職業
プロジェクト関係者(日本人) プロジェクト関係者
フ守口ジエクト関係者 プロジェクト関係者
#3 ビジネスコー ス終了生 (2007年) ヘビー 用品居、代表取締役
ヒジネスコー ス終了生
#5 ビジネスコー ス終了生 (2011年)
2014/8月~
ビジネスコー ス終了生 (2014年) 事業家(婦人服装)#6 
2014/9月
#7 ビジネスコー ス終了生 (2013年) 事業家(飲食業)
#8 ビジネスコー ス終了生 (2014年) 学生
日本語コー ス受話生 (4年生) 日本センター ()¥ 卜)
日本語コー ス受話生 (2年生) 学生
日本語コー ス終了生 (2008年) 日本の大学に留学中
:2 PD!'vlとは、 19941，rにJ/('入が1:，7:¥(1'、Jに導入したプロジェクトの全引を尖す相当官J之で、いjW/I}jhJ)でのプロジェク
トの 1111ii/l/ となっている。~':，iJ ，\J 五では、J< RJCのビジネスコースを，iJ，\j行対象とするため、 PDルi の成;，j~ 2 !えびそ
の J 日 t~!{ によって分析を 1J' う。
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表5 司五分析
j或采三
「キルギス共和語日本人材開発センター・ピシネス人材薄日x，ブ口ジエクトjポスト・フェーズ2
K只JCOコピラネス人拐湾成機能わ可制とされる。
{ピジネスコースの企画及び経8')
2-1 コース受~W~主誌は自機種のを躍える。かつ、受話まの平均;お足!豆i d:70%以よである。
2-2 とジネスコースから得られ?と益の件数 修了者の起集散、経7惑のキャソアアップ、会楽の径百改謹設など。
2-3 
ンク号、生設と品括管理、およひ人的資源2祭壇などの4つの去な科目{議穀)
において、自立的{ご講義かでさ苦る1男児;講師数()¥ートち含む〉は各コースそれぞれ2名以上である。
現地j岳部による講義湾問教が増る。
2-5 教持やカリキユラム開発、改慈が定期的iこ行ねれる制度が設立9る。
2-6 ブEコシエクト終了時にかけて、 K即 Cスタッフはコースの企謹‘
[修了主主のネットワーク及び依田体などとの述脱・交流の実路)
2-7 修了設のテータベースが定期的に更新設び利用される。
1三アg:_向けのフォ口 アップ活動が王手に目以よ行われる c
2-9 ビジネスにおける人材商成分野の飽田体との規出や諸島件数。
※KRJCポストアぷ…ズ2むドリ討をJ去にnl:1l'1J，1守:J&。
り自立的iこ実行できる。
2. 
( 1 )知事~~ 2 1 
70%以上
fi.コース
る
は EI 標悼の85% を íËさえる。かう、受諦~j::の平均満足は
われ、
まずはコース 2 、王手と秋に行
キルギス!乏i の!出
ゲ』 らlLる凸 #2が iこの、 ほ;ま
さいため、
/レキスでは 1本センターのf起し
またt5n々な教育センターな Y日ImHHYJiこよう
と述べている。
スやI-l本;詰コー ス;立政数のトツ
されている。それらの他機関に比べて同
??
』
?????
AreよJSludieS Tsuk口hil37: 、
フ¥ いて、I!¥j2 IどうしてKRJCのコース しようとがとのまし
がいるた って
いたためj と回答した。その的{二、 1=ココースであるためj、
などの戸があった。 以下、上じした1I¥J1、 22えび3( 
4 (コースを J受けた主詩的は何でしたか〉にあたって、{売として
たため;
したかλ
ついて
KRJCや、I仁人の存
めた。当
いて以liむから対i
ピス業の
し、たが、 ビジネス
分のλ ごそんアップを 1~11拐していたが、 11寺山j
スにうのが難しかった。そのB寺辻、ゼジヰ、
う知られていなかったり私が参加したの
i土、まず
を努めていて、
くて、伊IJえ コー
?こロ た即日iJl
、???
一つのは、コースの
ることになっていたからだ。
められただけでピジネスコースに
いる自答者#斗や「私
だと j忍っていたが、あるイベント
し、
のようなコースな
めて 9~n り
ビジネスコースで習科する
している。また、 i
して内のJ~J待もなかった j と答えて
主
の人にビジネスコース
1 各の受講状況
間十幽広告古本持
Y_:it号号ヨ λ
iU典:KRJCニュースレター (2008 … 2014年度〉を ~i~(こ京者が作}J文。
IU>Iと:1j1強行政法人際協力機詩2011fキノレザスu本人材開発センタ
ス五Jil訂
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ま てもら
あるものの、 PDMの
ス(17:30- を;封三党しているので¥
と、 また 3クケ一 j月3といつた主先1，心;
と している
ことがi料悦埠力の一つでで、あることが分治か￥つた
ニタリン
し1る。例として、 1ド次2011
は9()<X，で、 PDMI~l 
のインタビュー
している一方、不識のも挙 Lずられた。プロ
jゴや人的なおこ問がみる。また、日本人や
守、
，~。
を使っ
タグラウンドがなか 込まつ
vゐe
.:V) 
なかっ
1~12 長年の応部状況
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2008年設 2009:Lf.春手段
#8のように、本的なiヨ的
した人もいた。
で、あること治ミインタビューからl)]らか
ース(14:00-] 7: と夜liUコ
しし¥が、
てもらいたくて、
;えさえる市
立
な
ったパッ
/1\典 Ìlq~\íJ"丘法人Ilill;f;~協力楼棋201 リキノレギスrJ本人材開発々ンター
スJil'l，¥'j ヒf総合幸itfパ号、 pおより。
ーズ三〉ピジネスコ
103 
人rcaSwdies Tw/wbil 37 : .93-114‘2016 
104 
に1:¥たが、「みんなの前に出るくらいだったら、あなたはすでに全部分かっているはず。
では、在、の代わりに黒板に書きなさい、私はコーヒーでも飲んでくるから。Jと言われた。
本当に分からなかったので、教えてもらいたいことを伝えたら、 ~í~J. nílj とコンブリクトが
起こったことがある。 前日iljは経験や矢口li哉の少ない人とはあまり関わりたくない人だった。
また、ビジネスコースはh[)f!ï m) に集中し、ロシア刊のみで、行われていることが欠}，~(として市
iT;jされ、キノレギス母:話ji言者のためにはキノレギス訟の詰i義を)1']5:ましたプjがし¥い、 j也!)j"にも出動をJ広
大した/げがいいとの考えも挙げられた。キノレギスは公)IJ がキノレギス;出とロシアの二三と;iご
められているが、高等教育はほとんどロシア刊で、行われている。ビジネスコースにおいても、別
地計的';iliによる誹義はロシア却で、行われ、 i日~l 本人j諮j4持i1j判凶i引日抑山n印加帥'lílj雨I による諮義もロシア liしl
さらに、 1]本詑コース受話者・修了者の見解も記述しておきたし¥0 I [本i出コースに|刻して[11:;干
者 #9、#10、#11の 3名とも矢1り合いを通じて矢1り、はっきりした目的は持っていなかった
が、 1=1本に行きたかったJ、[南学したかったJと答えた。コースへの満足度については、全体
的に満足しているが、言;出のn¥jJ起が1:t}度指摘された。 [hl答者#11によると、 i1ヰ'1出コースはロ
シアのみで行二われていることを司二出:l{こ!芭ヮている。在、のようなロシア市iが利で、はない学生に
はロシア詰で日本語を勉強するのが大変だった。キノレギス刊でも授業が行われたら一!と述べた。
このように、日木センターの活動やコースに別して、椛々な見解が指摘された。以上のことを
まとめると、受講者の三IL均満足j支はゴにおく、 PDM Ji'i1架の目十1~{11 i'(の 700;;) を 1也えている。 プーゴ¥
表 7 受講生の満足)支t
Production Organization and 
2011年春 Guidance to Basic Ma円agen司| Fina円cial
募集 Buslness [ Accounti円GAccou円tlng
δ円dQuality Marketing Human 
Analysis 
Average 
l'ldld¥jヒIlelL Resource Managビ1ビIL
数日ifJ K K K K ] K K 平均
:HJ' 由 Y同 86% 82% 81% 800!(。 76% 85% 830!(。 84口Vo'" 'ノ'"
課題 86% 88% 860/も 85% 91Sゐ 930;(。 86% 88% 87% 
教え方 93% 85% 890!(。 80% 76~も 76% 87% 660;(。 93% 90% 83Sも 83% 
干支j受?去 8301ら 86Sん 8]0;(。 88% 70% 910;(。 87qコ 82% 83口/
教材 81% 80% 86% 86% 86% 
通訳 690;(。 87% 
翻訳 79% 690;¥。 790;¥。 770;¥。
総合評価 88% 88% 78% 940;(。 87% 77% 
780!(。 910;(。 86% 
K 87口/。 80% 800;(。 83% 
|平 87% 80% 80% 84~も 830/ら 83% 
総合評価 90 
:I\ßI~ : Iìq0~行政法人llill;~:~IJjJ))械情2011Iキルギス 1本人材1m発センタープロジェクト(フェーズ 2)ビジネスコー
スil.Uf;_j業務完了総合報告if!?、p.15を法に:fl:Ziが作成。
3 H本人消i':i1iはアノレブアベットの J丈千:(Japancsじ)、キルギス人数!':ilはiく丈千: (Kyrgyz) でj~!jじする。
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?? あ 1)、 な文、にあたって
( 2 )指標2 2 t:'ジネスコースから得られた実証の存数 修了
アアップ、企業の経常e)(蒋伎など。
PDMでi"己主されているように、ピジネスコースから主主らlL1こ
ャリアアップな
スコ…ス伶 fλ1=予知に、持コースカミ1写了後と!::.{!三から I
修了~I: のキャリ
スキノレは
っている。
第2アェ…ズにあたって
ャザアアップ181~1ニの合計-7bで、ある。 2008 1 1三 ~201
モニタリング結栄をみると、修名の中、起業家(12.09[見)、経吋名 6%)、
)、キャリアアップ16名 (5.86[;.1))となっており、全持 f'=1:の34.07%を!日
により
めている (93名入
ブヲロジェクト会1三千ノレギス
かにするために、のコ…スによりあな
したスキ
以ド;之、
{こ及;ぎしている弘容を関
こりましたか。ム IKR.f亡のコー ス
ちましたかjの質i:ljの主をみる。
?こい。
、
??
?
??
って知jり
においてもいまだ
ナーとして参加したりして、
いたa 以下註;日i符者 4
1:.女1I
るG
が、ピジネスコースで辻 i二i な社υ去から
た。今辻、
ネストレーナーやコンサルタントとして
スで守持たまli誌を1史いながら、 ピジネス
いるが、他のプロジ
ジネスコー
つにいる
号、ットワークの拡大j、
、日IR入のピジネス
などの効果があっ
十、
I~ げられた。 キスコース しいピジネ
パートナー¥ピジネスネットワーク iヨをilめている。まん、
1 
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して、
??
1 
d とがで、きたと
スに参加することによって、1'1らの市動に自身を
、ゼジネス闘を抱強したことによっ、
)とができて、さ
J炉
つ fベ~O
ゼジネス ス;こ1.' 修了1:.の中から
.I ICAが本プロジェクト千鳥j)~{:とに
ける
人も少なくない。
2 よると、叫引きを目的
6、 #7の 1うが1 を受けてい111の の1:1、 3、
を Iちにしない ていたようだ詩人 3と 7にとってるG
した人も¥，¥たが、主Irしく
2のjJ_fi1) ， 
の
こさなくても、
修 r の
たように、ピジ
ネスコース
らりられ7こ
がコースか
ピジネス
た111芥者はその開1I1についてのi技J菜Jこ
てみたいと考えている。コースの効栄とし
ピジネスプランのヂの{告に、ビジネスネッ
トワーク げられた。
8 誇 7生心起業数、司去~~r:= f!/、引業拡大致、キャソアアップ数
5tart up nεw 1I1lprovement を ηd/5etup Career up Total INo and ratio (%) 
No. ratio トJo ratlo No. ratio トJo‘ ratio 
FY08R4A-1 1 4.17 。 7 29，17 1 4.17 9 24 
Fγ08R4A-2 6 7 2 7.41 4 1斗81 : 27 70，37 
Total， as of June 必 73 9 17.65 ら ヲる80 51 54.90 
FY09R5A“l 0，00 G 0.00 。 0.00 0，00 0 0.00 
Fγ0ヲ 6.06 。 0.00 。 0.00 。 0.00 2 6.06 
Total， as 10 3.45 0.00 G 。句 2 
FY09/10R6A-1 1 4合35 む 0.00 。 0.00 23 斗
FY09/10R6A-2 ら 2 6.25 3 9.38 40.63 
γas ofSep 3 5.45 3.64 25.45 
FY10R7A叩 l 8.00 12.00 エ2.00 之 8.00 43.48 
FY10R7 A脚2 も 18.18 18.18 6.06 2 16 28 斗
τotal， Jan 11 15，69 9 7.84 51 50.98 
FYI0R8A-1 エ之00 2 8.00 1 4.00 25 
FY10R8A-2 7 4 9.09 33 45.45 
や asof Jan lO 17.24 6 10.34 5.17 斗 6φ90 23 39.66 
total 33 25 6.96 16 5.86 93 34.07 
1¥ ~f! :単独行政法人1uj I持協力関1:M2前日々/レギス 1本人材開発セ
ス)1日 I 完 0:主イ?出、 p.2:うよう。
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( ~)) m1'};~ 2… 3 ピジネスプランニング、マ…ケテイング、生産とJil賀管理、攻び人的資管
Jl ll などの 4 つの :t. な科 1~1 0部設)において、単独講義ができる山地i講師数(パートも合
は件コースそれぞれ 2 名以上で、ある。 m1'~{ 2 息詰nilによるi講義u寺11数が問える。
妙 Iづけてf会々にJ見J:i出スタッア及ジェクト
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プ
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しているが、
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Jメ(こよる
る11
えて
は床がなくなる
プロ
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し1
-/ 
1 
1ゃぷと i句こ rIド ω
いたが、私
了した当時liJ:1i)合い
がコ
? ?
#:ヲ
ースを
めしな¥: {9IJえため、ってい
liiJ っても、どナ吋i、-0 くなってがみられ
コース
??のどジネめ、もう I!本センタ
そのもの
ニtノレ
ぴ)
ス;こ参加するが、
i土日本で{りf修
好j執が
ぜ-r〆;コ¥._、
? ? ?
?
スだ。ち
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なマイことはシた
えてみまし;ま、{タIJ
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?
??
治っ1- 
0) て、(t ヅ Jい-6述、受け
」ととi司じ
が定!剖(1':)にfj'われる制度がI支立する c
ースの内科7えび手以寸の凶手i三はコース担ごとに
るとし、
(4) H1t~~ 2 5 教材やカリキュラム|出発、
ロジェクト Iy，jf系者
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[プロ # ] J ピジネスコースクト
のiブヲ3誌を改苦:し
しも今ってい
いるむ官Ij :1二iさi
え立いので¥
テイング、アェイスブックの科mでマーケデイングをやるとか、内科を変えている c
????
っている。
をやっ いたが、それは受講生のニーズ
ソーシャノレメディア・ヮー
も ているのではなく、ケースをたくさんi入れるようにしている。J-
な解説) え4ブ-;->j_":-1、il千'=iv 、事ー
のピジネス・プラン
した内容に改諒され、それ
..)-
凸 J
、ふeコースの内容は特にキノレギス
ちれていると考えられる。
プロジェクト終了時にかけて、 KIミJCスタッブ拭コースのJE柄、実路、
iこ実行できる。
j工、スト・ブ
クトの
いて、 JICAは[センタ
が行わ
?? いる。キルギス側の
ておう、
プロジェクト
している。また、
IKRJC I 
ようになってし、る。だが、
スコー
お、本プロジェクト
のキノレギス{W]への
あろうか。人材、機材、予
IU~処行孜法人五時京協力機構2011 Iキルギス IJ の
本人材開発センタ…プロジェクト(ブエーズ) 介
j業務完了総合01;)告 p.21 日
9 ピジネスコース!j正支バランス
C20l1'q: 1 YJ 6月、位:USD) 
講師間金 5.552 
金 3.42 
5 主告給与 2.684 
ビジネスコー ス
(回}
設入
(支出/~文入) I 91.10今も
コースの単体の
91 %程度の支出がかかっておリ、
/1¥おら
し?こよう仁、
)¥， 0) 
JICAに
は
のように、
で
;主主単独での
しし、。
での 1:]本制IJから
(1':) 
される
のだろうか。以下、センターの
生 ノ々レギス共ヌ;1当日本人材I)[.J発センター‘ピジえス人材育成プロジェクト
hup:ilg¥¥'¥Vじb.jica.go.jp/km/Pr刊己ctYlcw.n三i!VI E ¥VParcntScarch/907 C65252:3人9824449257131と0079D915つOpじnDocu
I1C 11ぷ'-1れはVW02040 1 02 2016/02/1 0 : j泣終|場 10
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と l三1 にlYiJするプロジェクト # 1と#2 を示しておく
iアロ
つび〉
1':1 
るのは難しい。
れを出複してい
に担()ぢを
たいというこ
しても
と完全に
つにい?こら
ICiJげのコースもどんどんやっていきたいの
は多くない。例えば、 401守IJのコースだった
ために4000ドノレを借える企業はあまつなし¥。
が、 1 1寺!日:j100 ノレで、 そtLをtムう
の
~ J ちから してやっている。
〔プロ なしでは、センターの活動がイ千止すると
が多く、キノレギス慌のみによる運営拡不可
を目的にコースに参加しているので、それがなく
。JICAによる佑の支援がなくなっても、 E!
?
???
( 6 )指出2 7 1場了生のデ…タベースが定期的に更新及び持用される。
指傑 2 8 穆了生liヨけのフォロ…アップ活動が年に 61立!以上行われる。
として
が Iちと
プ、誇了
れている。また、ソーシヤノレネットワーク上で、
れている。
アォローアップ卒業に関して、
ていむい た。例えば、 #3はj夕、下のように述べている。
リングリストに入っている。開{廷されるコースに
いての情報だが、実践経常コースしか静幸去をもらっていないc 以IJiは2[1- I]IWの短
期コースによく参加していたが、今はそれに関する情報は全くない。フェイスブック上
のグループにも入っている内しかし、持T にもっと様々な事業を捌悔し
たらいいのに、
し、とj3う
な活動がみられなし」ビジネスコース修了 されてい
このように、 2-7、2
14/ 5 News LCllcr rキノギス 1I本人材開発センター 2014~1'. 1月、 No29htlp:/iww¥¥ 
ncw日Iclcr京114!nIOljp.pdf 2015.08.25: 1長終!刻:立n
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了生支援を目的に rGクラブjなど
スが合同I、尖J起されておらず、
れているが、実J出、 {I多了生をターゲットにし
に活JlJされていないと考えられる。
( 7) l'肘~~{ 2 9 ピジネスにおける人材育成分野の地!:，1I体とのJlli携や活動件数
いて、ビジネス
の等教育機関、イ体などとの述Jjt
ifii運動」プロジェクトの参加者
でコンサルタント養成プログラム
i立、.1[('/¥をむ やプロジェクト、キノレギス
プロジぶグトでは、
ナーが行われたり、 EsIミDプログラム
との主li誌にお
いて辻、カ
じnivcrsi!yな
のように地i主体
トパートである制RussiaSlavic 、!nlernalional/¥t<lIurk /¥laloO 
対象に短期セ いる。 ると、
大し、
いて
つであっ、
i二j本センタ
EJ されてい しかし、現ンタ
D 
ワセンタ
クト誤日系者#2 げる1寺のみに つに存
している iJずアスタン、 ノレギスの出向の
ターとの辿j誌に出しては
することがあるが、各国 によるものもあり、センタ一間
ンターの詰fnliと
は行われ
ていなし 10
VI緩まとめ
いるj五菜及
ノレ ターを通して、 ジェクトがキル::'f' いて上げて
1m始し
の目
した臼キルギス
品、 {I多J のコ…スに
ょう、ピジネスコースが
しつつあるが、
ていること治巧〉か
1-1本式経常j
の庄の70弘〉
は!しては、 iH本人柏ij(専11家)J
?? りながら、 iI昨日j的な Jが当センターのなであることがイン
タビューからIYjらかにな
PDrvl の HJf紫で;til.ìil~ されているように、ビジネスコースから得られた突川、し工法11
修了 ~t:.の純号、キャリアアップなどによってJとおされてい
る円|司プロジェクトがキノレギスの一般市氏に及ぼしている与を切らかにするために、 IKR氏、の
110 
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コースによりあなたに何か変化が起こりましたか。J、九くRJCのコースで習得した丸三千
に立ちましたか。どのように役立ちましたかjのな.JT志した。
たように、ピジネスコース穆了後、起業した人もいたが、組業しなかった人でも、 [i[答者全員が
スから得られた)J去は;大きかったと符えたりコース 0)効京として rEl 
にi主jするま1減、攻びスキ/ルレの
が;ヨ挙う苧全げらj
…一胤メh万J、本プロジェクトの
シアの問題J、fプロジ
ジネスネットワーク
る
げられ
ンターIU なl:.ωアォローアッ
2. B本 プロジェクト
I宇心人 r1= との
(! [lz!のれiJ1I，')繁栄やピ点王計三のH{!'先行立、 こ点らやVえあ似政'Ilとしてり I主iか?米内ヲるの
に、 r!/ji::/三三千ノレギスに対必し」、
ると述べている~この考えはf{1訂正(側外交j路線として般われるよつになり、氏二説、自 llJ、
こF
々に桜村かせ、
している 5
グロ…パノレ立がJiliに {'I~ い、間々は自国の
において白のプレゼンス
{こl'xりお[むように
1Iml 2() 1 G.06.24 .Itzf，;冬 10
?????
，?
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を告進し、 る好意的な印象の形成に努める」 あると
: 171)。
で、日本センターのキルギスにおいて上げている成果として、
以外に、本文化の紹介に向けたj言動やキノレギスと FI本のl均係の強北におけ
た。 r片司中コ央アジア ωlト川叩十日2ゴ!本i封対-話;にこおい
力の一分野として(位2立〔品抵づゴ ~1 られている O 日本センターはピジネλ
している。特に、湾促進事業において、
などのイベントは 1ヶ月 2ヶ克に 1li、はじさム、
どの文化コースは年に 21fi_1行われ、キ/レギス人一般也氏ιiゴ本文化;こ触れる
ている。 i討して、|二!本
れている
げられ
が主な協
コ…ス、 ~Hi
/)ハ
自(1告を追求せずい、 、r2関与uの友好関係主送jのため
ノレギス
いて、ギぞノレギスの発展において人材脊重要な制組であり、キノレギス国
題を克揺できないと、高く評価liしている。また、 El センターのキノレギス
については、人材脊成における支援以外に、 r1::1本文化の紹介Jや 2
られる。
同センタ…は、ビジネスコ…スを通じて i三本の経験やノウハウの移転、 また、 1~1
ス、教育、文fじといった呉なる
れ、 臼木とキノレギス
i味
lま
が、
ては
Jj(;を目的とす
の!日]で継続的立川
以上むことにより、
して位置づけられ
スにおける日本のOOA泣友好関係の強化及び[!
E本
[1 不出l特命全fïf~大使小池孝行は、キノレギス
ら、 本 iこ~';_jーする
々の増加がみられ、[j本センタ
られる。キルギスを合む途上国の多く
し、日本は本プロジスタトをjfiじ
してい
は i人材育成に出げら
このように、日本センタ
ぎる。
の構築をiヨ
スにみられるように、キノレ
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